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　　1　『岡山県統計書』の整備の経過
　1970年に岡山大学法文学部の日本経済史担当者としての職を得た私は，岡
山県地域に素材を求めた研究を一課題として設定して岡山大学に着任した。
岡山県には岡山大学の内外を問わずに岡山県地域を対象とした数多くの研究
者がいるところであるということを東京在住中より承知しており，まったく
の余所者が新規に参入することの容易ではないことを感じていたことと，私
が研究対象とする時期が明治期であることから，研究の仕方を独自のものと
していくことを考えた。大学院在学の時期に，師の古島敏雄先生は，『産業史
皿』（体系日本史叢書121966年・山川出版社）となる，論証のために当該の時期に
作られている官庁統計を駆使するという方法にもとつく研究をされていたこ
とや，私自身も明治期の地方織物業の研究に府県統計書に大きく依拠してき
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たという経験などから，岡山県地域に事例を求めての研究には，まず，『岡山
県統計書』を資料としていくことから始めることとした。
　ところで，私の着任時には岡山大学には，この、r岡山県統計書』は，ひき
ついだ旧制第六高等学校図書のなかに若干の年度分（1912［大正1］，13［大正
2コ，14［大正3コ，17［大正6コ）があるにすぎなかった。古書店の古書目録に
よって昭和期のものを古書で購入するなど整備につとめたが，容易ではな
く，このr岡山県統計書』の利用のためには他の図書館などに頼らなければ
ならなかった。なお，そのすべてを所蔵しているところはなく，利用のため
には岡山県統計課，岡山県文化センター図書館，剛」」市立図書館などを廻ら
なければならなかった。このように，この自府県の統計書の所蔵さえ十分で
なかった。しかし，このことは岡山大学がことさらそうであったというわけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのではない。ほかの多くの大学図書館もまたそうであったのである。
　1980年に法文学部の改組により経済学部が設置された後の1982年度に経済
学部では特別研究経費による「戦前期岡山県の産業と経済に関する基礎的研
究」を課題とするプロジェクトチーム（代表田中生夫教授）を結成して，共同研
　　　　　　く　ラ究が行なわれた。その一環として基本資料の収集・整備を行なったが，その
重点として「山陽新聞」戦前期分のマイクロフイルム複製，r岡山県史料』の
複製と，この『岡山県統計書』の整備があった。
　rl」」陽新聞」のマイクPフィルム複製は，東京大学法学部明治雑誌文庫，
岡山県総合文化センター，国立国会図書館の三者の所有するマスターフィル
ムから行ない，『岡山県史料』の複製は，岡山県史編纂室所蔵のマイクロフィ
　　　　　　　　　　くのルムからの複写によった。
　『岡山県統計書』については，県下図書館や国立国会図書館などの所蔵本
の図書館間相互貸借やマイクロフィルム版によって複製した。『岡山県統計
書』の刊行されていない明治20年忌にはr岡山県勧業年報』，またはその改題
の『岡山県農商工年報』が刊行されているが，これを複製し，また『県治一
班』も複製した。このようにして，岡山大学附属図書館においては，『岡山県
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統計書』およびその類書をほぼ完全に整備し，備え付けることができた。
　この複製などで整備したr岡山県統計書』は，「山陽新聞」マイクロフィル
ム，『岡山県史料』複製本とともに，利用ほ多くの専門分野にわたるものであ
り’，また，閲覧者，ことに学生の利用の便を考慮して，経済学部資料室では
なくて附属図書館に備え付けることとし，『岡山県統計書』は郷土資料コー
ナーに配架となっている。岡山大学附属図書館は，これによって『岡山県統
計書』を最：も網羅的に所蔵しているところとなった。岡山県に所在する大学
であるのでr岡1」」県統計書』を最もよく備え付けるにいたるということはと
りたてて特別のことではないように思われるかもしれない。しかし，自府県
統計書のその地域の大学図書館における備え付けば，多くの場合，それまで
の岡山大学と同様に必ずしも十分ではないのであって岡山大学附属図書館は
大学図書館としては，自府県統計書を最もよく備え付けた図書館となったと
いうことができる。これによって岡山近代史研究の一つの大きな条件を備え
ることができたと思われるのである。
2　戦前期官庁統計の特質と府県統計書の内容
　わが国の歴史研究における，近世史と近現代史のそれの史料上の大きな差
異は，私の関わる産業経済史についていうと，近世期は一藩単位でさえも生
産に関する数量的分析を加え得る資料は基本的にはないともいえるのに対し
て，近代は全国的な規模でそれがあるということにある。すなわち，中央統
一政府の成立にともなって作成された官庁統計がそれである。
　幕末維新の変革の過程で成立した新政府は財政基盤の確立と戸籍制度の確
立という二つの課題に当面した。財政基盤の確立ということからすμば租税
改革であり，学制・徴兵制度，税制，郵便制度のような近代諸制度を導入す
るために，さらに治安対策的観点からも必要とされたのが戸籍制度である。
この二つの課題を遂行するために，数量的データ，すなわち統計的把握が行
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なわれなければならず，官庁統計はこのような政府の行政的必要から成立し
　　くのていく。
　これら二つの課題のうちの財政基盤の確立のための税制改革としては地租
改正が中心である。この地租改正のために全国地価の評価と土地所有者の登
録が行なわれ，その原簿となった土地台帳がわが国の土地統計の起源となつ
　くのた。この地租改正と並行して行なわれたのが，旧幕時代の小物成・運上・冥
加金などの雑税整理の事業があり，これがわが国の生産統計の起源となっ
た。比重は小さかったが種類は雑多で，課税方法，税率の規定などが区々
で，「負担に非常の不公平」があったために整備に乗り出さざるを得なかっ
たが，物産調査，物産統計は，この税制整備の過程で随伴して生まれた。そ
れは酒税その他の消費税の新設には物品の流通量・生産量を知る必要があっ
たからである。商品化の低い当時は商品流通量の測定は不可能に近いので，
したがってもっぱら生産量の計量に向かわざるを得ず，ここに「物産表」と
いう報告様式による表式調査が開始された。それは1874（明治7）年7月の
内務省布達甲第18号にもとつく「明治七年物産表」においてわが国物産の全
国的な把握が行われるにいたる。それは1877（明治10）年より工産物を削除
した「農産表」となり，やがて1881（明治14）年に設置された農商務省の
「農商務通信規則」（1883［明治16コ年）にもとつく統計把握の結果が翌84（明
治17）年の第一次のr農商務統計表』として刊行されるにいたり，そこに統
　　　　　　　くの合されるのである。この時期には他省における統計も作成されて，各省ごと
の統計書が刊行されていくのである。
　ところで，わが国における統計の発展過程の特質についての統計学的整理
　　　　　　　　　　　　くアラはつぎのごとくのようである。わが国の統計は，上述のように，政府による
行政的必要からの官庁統計として始まり，それが主軸となっていく。明治期
を通じて，行政と情報収集との非分離ということが統計制度の支配的形態で
あり，それは，統計の行政への従属という考え方，統計業務の独立性を否定
する思想によって裏打ちされていた。それは戦後の1947（昭和22）年の統計
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法の公布によって，統計業務の政治的行政的利害からの中立性を保持するこ
とによって統計の真実性と統一性を確保するという新しい理念にもとつくよ
うになるまで基本的な性格としていた。そして，統計体系の総合的整備，統
計資料の総合的有機的・相互関連的利用という観点は，終戦までの統計体系
の形成過程のなかには存在せず，統計体系を総合的に意図的に整備するとい
う発想は，維新以来終戦時まで一度もあらわれなかった。このような，統計
の体系的思考の欠如の背景には，わが国の統計思想の中には母集団の概念が
根本的に欠けていた。より一般的にいえば，集団概念についての認識が欠け
ていた。とくに明治期の統計収集の考え方の背後には，統計は集団を記述し
たものであるという認識はなく，統計はたんに数量的記録にとどまってい
た。文章で報告する形式を書式と呼ぶように，数字で報告する形式が表式で
あって，この表式を形式的にみたしたものが統計であった。したがって，明
治期の統計報告は，どんな集団についての数量的表章であるかを考えずに，
報告されたものを集計したものにすぎない。その数字が調査の対象となった
集団の量に対してどれほどの格差（誤差）をもっかを問うことは，厳密な意
味ではしなかった。このように戦前期をつらぬいた表式統計であるが，戦後
は標本抽出理論にもとつく標本調査として行われる。母集団を代表するサン
プルの調査による全体推計である。このほかにセンサス：方式がとられる。
　以上のような見解によるならば，戦前期，ことに明治期に著しいこのよう
な表式統計は，統計学的には統計に十分値しないもので，戦後の標本調査に
よってようやく精確な統計的把握に到達したというべきであろう。しかし，
この標本調査は町村という小地域からの積みあげで行われる表式調査が，そ
れゆえに，地域情報をそれなりに把握しているのに対して，地域情報を欠く
ものとなっている。戦後の統計書が地域情報の欠如した，そして市町村の合
併によってそれぞれの特性があいまいにしかあらわれていないことも加わ
り，したがって地域研究にとって十分でない統計であるのに対して，戦前
期，ことに明治期の統計は地域情報の記載という点では，それがたとえ統計
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学的にみれぽ理論なき数量記載であっても，地域研究にとっての貴重な資料
となっているのであり，地域研究，あるいは地域的研究にとっての，まず依
拠すべき史料なのである。
　以上は戦前期の統計一般についてのことであるが，府県統計書についてみ
よう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　多くの府県で明治10年代半ばから府県統計書が刊行される。そして1884
（明治17）年9月には内務省乙第三十六号達「府県統計書様式捌冊ノ通相定
三条自今刊行致候統計書ハ右様式二倣フヘシ　幽晦相達候事」という「府県
　　　　　　　　　　　く　　統計書様式」が制定される。その製表通則の第一項目は，「此表式ハ官省ノ
令達等二依テ調査セル材料臆測キ統計書ヲ並製スルノ主意ヲ以テ調製セシモ
ノナリ。然レトモ緊要ト認ムル事項ノ如キハ右令達等二依テ調査セサル者ト
難其式ヲ設ケタリ。此事項ノ内調雲斗多クノ手数ヲ要スルモノハ暫ク之ヲ欠
クモ可ナリ。但官省ノ令達等二変更アリテ調査事項ヲ変更セシトキハ都度其
　　　　　　　　　　　　　　くの様式ノ大体ヲ指示ス可シ」とあり，以後，府県統計書はこの様式にもとづき
作成されるいくことになる。
　内容は，土地，戸数及人口，農業，牧畜，山林，漁業，鉱業，工業及製
造，土功，商業，貨幣ノ融通，賃銭及物価，交通，貯蓄及保険，慈恵及褒
賞，衛生，寺祉，教育面図書新聞，警察，監獄，府県及宮町村会，府県六区
町村歳入出，国税，官吏及文書の大項目のもとに284項目に及ぶ。
　なお，「様式ヲ示セル事項ノ他二緊要ノ事項ヲ調査セシ者アラバ書式ヲ見
　　　　　　　　　　　　くの合翻心宜二其表ヲ増加ス可シ」などと，緊要の場合は令達等によらざるもの
であってもその項目を設けてよい，ここに示した事項の他でも緊要の事項で
調査したいものがあれば適宜増加してよい，として各府県による独自の項目
をも認めている。
　この「府県統計書様式」は，1893（明治26）年に内務省訓令第7号「明治
　　　　　　　　　　　　　　　　　くの十七年九月内務省乙第三十六号達ヲ廃ス」により廃止となった。しかし府県
は国の各省の統計の当該府県分の統計を取り纏めて各省に報告することには
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変りがなく，それを府県統計書として刊行しつづけるのである。
　r岡山県統計書』は，1879（明治12）年から81（明治14）年まではr岡山
県統計表』として，1882（明治15）年から86（明治19）年までr岡山県統計
書』・として刊行されている。明治20年代はなく，1897（明治30）年に再び刊
行され，以後1919（大正8）年までは『岡山県統計書』として，1920（大正
9）年以後はr岡山県統計年報』として1942（昭和17）年まで毎年刊行され
た。なお，1943（昭和18）年～47（昭和22）年度は刊行されていない。戦前
期についていえば，土地・戸口等，教育，産業，警察・衛生等という四篇構
成をとる場合が多いが，いずれにしてもあらゆる分野についての郡市別，事
項によっては町村別，あるいは個別，の記載となっている。
3　府県統計書による研究
　先に，これによって近代岡山地方史研究が大きくすすめられる条件を得た
と記したが，このr岡山県統計書』を使用してはじめて明らかにされた，あ
るいは解明の手がかりを得たことを例示したい。
　まず，r岡山県統計書』の利用に先立つ，他府県統計書による研究の経験を
記す。
　私の初期の研究に福井県の織物業についての研究がある。明治後期に最：も
発展的な様相を示した在来織物業（産地織物業）である輸出羽二重生産の中
心である福井県の羽二重業の検討である。個人営業でめまぐるしく変化する
織物業に関する資料は容易に得られないが，福井市の戦災被災に加えて，福
井大地震の影響でことのほか資料収集は困難であるという地元研究者の助言
のなかでこれを進めたが，その際に大きく依拠したのは，『福井県統計書』で
あった。r福井県統計書』は，織物業に関する記載はほかの府県に比べてかな
り詳細である。ことに羽二重についての独自の項目もある。この織物業に関
する統計数字を大いに活用した。また1919（大正8）年までのr福井県統計
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書』の個別工場についての記載である「工場細別」欄の個別工場についての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くしの丹念な整理から，当時の製造業者の動向を明らかにすることができた。
　これにつづいて織物業の発展とそれにともなう地方工業地域の形成につい
ての研究を行なった。愛媛県今治地方の綿ネル業の展開についてのもので，
葛面大和氏との共同研究であった。この研究ではr愛媛県統計書』を大いに
　　　ロの活用した。
　製糸業については，「丸子製糸業地域の形成」（r岡山大学経済学会雑誌』第18巻
第2号，1986年）となる長野県丸子地方の製糸業の展開とそれにともなう製糸
業地域の形成についての研究を行なった。この研究の過程で利用した『長野
県統計書』における製糸業に関する記載はきわめて詳細である。それを大い
に活用した。
　輸出羽二重生産の主要地である福井県の統計書が織物業，ことに羽二重業
についての記載が詳細であり，長野県のそれは製糸業についてのそれがきわ
めて豊富であるというように，府県によって重要な産業についての独自の記
　　　　　くにの載をしている。
　岡山県についての，主として『岡山県統計書』にもとづいて研究したもの
につぎのようなものがある。
　明治10年代後半はわが国資本主義の本源的蓄積最：盛期で，農民分解がはげ
しく進行し，土地の喪失・兼併がすすむ。この時期の動きは地主家文書や役
場文書によって検討することができるであろうが，個別地主や小地域での動
きとしてではなく，より広い地域について地域間の比較検討を行なうことが
できる資料となり得る統計が府県統計書にある。『岡山県統計書』について
いえば，それは1881（明治14）年から1886（明治19）年に記載されている
「地所売買及券面金額」「地所ノ書質入貸借及券面金融」であり，これを「田
畑ノ段別及地価」「宅地ノ反別及地価」とともに加工することによって，この
時期の土地移動の状況，土地喪失の進行状況を郡単位に詳細に検討し得る。
「明治！0年代の岡山県における土地移動の地域的状況」（r岡山大学経済学会心
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誌』第13巻第4号，！982年）はこの資料を駆使したものであるが，この論文は，
この時期の土地移動の状況，土地喪失の実態究明に寄与し得ていると思う。
　この明治10年代後半はまた都市においても住民生活の変化の時期であっ
た。城下町の場合は，秩禄処分によって解体された旧武＝ヒ階級が，188！（明
治14）年からの松方デフレの追撃ちを受けて貧窮化し，町民の多くが窮乏し
ていく。r岡山県統計書』には，上述の1881（明治14）年から86（明治19）年
に記載されている「地所売買及券面金額」「地所ノ書質入貸借及券面金融」の
ほかに，1879（明治12）年から86（明治19）年に公債証書についての項（公
債証書所有者数，額面金高，公債証書の売買の額面金高など），建物の売
買・書入質入があり，これによって，この時期の士族の公債喪失状況や，都
市住民の土地建物の移動状況などが明らかとなる。これと，賃銭・物価の状
況をあわせて検討することによって，都市住民の困窮状況が明らかとなる。
「明治前期における岡山区住民構成の再編」（r岡山大学経済学会雑誌』第19巻第
3・4号，1988年）はそのような資料を使用したものであるが，この論文は，こ
の時期の都市住民の状況を究明したものであるで，この面の研究に大きく寄
与し得ていると思う。
　「明治30年代の岡山県における工場の存在状況」（同前第12巻第2号，1980
年），「明治後期の岡山県の工業」（同前第12巻ee　4号，1981年）は1当該の時期の工
業の状況を検討したものである。さらに，「戦前期岡山県における産業的地
域編成」（同前第13巻第1号，1981年）は工業の展開を軸とする地域的編成を検討
したものである。いずれもr岡山県統計書』によったものである。
　近代輸送史・交通史は社会経済史の領域のきわめて重要な分野であるが，
国内の商品流通や商品輸送に関する研究は乏しいといわれている。『岡山県
統計書』には物産県外移移入統計がある。主要出入旧地ごとの品目別あるい
は部門別での記載のあるこの資料によって，岡山県の商晶の管外移出入部門
別・地域別状況をかなり詳細に検討できる。「戦前期岡山県物産県外移出入
状況j（同前第13巻2号，1981年），「明治中期の岡山県における商品流通をめ
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ぐって」（同前第15巻2号，1983年）はその検討結果を示したものであるが，国内
の商品流通の研究の新しいアブ。ローチの仕方を提示し得たと思っている。
　近代産業の展開や交通網の再編・商品流通ルートの変化によって生ずる地
域の盛衰がもたらされる。「近代交通網の形成にともなう地域の盛衰一岡山
県邑久郡牛窓町の場合一」（同前第15巻第3号，1983年），「児島産業地域の形成」
（r岡山大学産業経営研究会研究報告書』第16集，1982年），「瀬戸内社会の近代におけ
る地域の盛衰」（地方史研究協議会r瀬戸内社会の形成と展開一海と生活』1983年雄山
閣）などは，『岡山県統計書』によって検討したものである。
　主として『岡山県統計書』のみによっても，実に多くのことが検討できた
　　　　　　　　く　のといえるのである。府県統計書にもとつく分析は，それに他の史料による個
別的分析が加わったときはじめて具体的様相を把握し得るのであり，そのた
めのひとつの準備作業にすぎない。いうまでもなく統計の集計加工は労多
く，新聞記事を読むような面白みはそれ自体にはない。しかしその煩項な作
業を通じて，検討すべき論点が浮かびあがり，あるいはそれまでに気付かな
かったことを発見することができるのである。
4　近代地域史研究資料として府県統計書
　大学院で学んだ諸君のいく人かが，その研究を進めるうえで，『岡山県統
計書』を資料として研究に入りこんでいった。
　日本における貧困問題の研究を志し，社会政策を専攻するつもりで研究生
として在籍していた玉井康之（現在北海道教育大学釧路校専任講師）が，たまたま
受講した日本経済史の授業中におけるr岡山県統計書』を資料とする各自研
究に，就学率の問題を貧困状況との関連で，岡山県下について地域別に詳細
に検討した。大学院入学後，その成果を「明治中期就学率に於ける地域格差
の推移」という論題で1984年度第35回地方史研究協議会大会（1984年10月
20日）において発表した。
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　r岡山県統計書』には「遊里貸座敷娼妓関係資料」が記載されている。当
時は公娼制度であり，したがって警察免許事項，課税対象事項であり，公的
な把握の対象であったがゆえに把握され，岡山県の場合は，『岡山県統計書』
に掲載されている。第二部社会人コースに編入学した佐藤雄一は授業時間に
おける各自研究にこれを選び，大学院に入学してこれを資料として研究し
た。その成果を「戦前期岡山県の遊廓一統計的把握を中心に一」という論題
で1986年度第37回地方史研究協議会大会（1986年10月18日）において発表し
た。この報告は，多くの参加者からの反響を呼んだ。「戦前期日総資本主義の
展開における遊廓一岡山県の場合」（r岡山大学E体経済史研究会研究会誌』第11
号　1987年）はそれを文章化したものである。佐藤雄一は現在岡山大学大学院
文化科学研究科（後期3年博士課程）に在学している。
　「昭和恐慌下における産業組合製糸の展開一長野県・下伊奈地方の場
合一」という修土論文を作成した田中雅孝は，郷里の長野県の高等学校教員
として勤務のかたわら（現在飯田高校教諭），長野県に素材を求めた研究を行な
い，いくつかの研究成果をあげている。その一つである「松：方面上期の長野
県における土地取引の地域的特質」（r信濃』第37巻第5号，1985年）は拙稿と同
様に，『長野県統計書』という府県統計書にもとづいて松方デフレ期の土地
取引の状況を詳細に検討したものである。
　かなり前になるが，学部ゼミナールで，この『岡山県統計書』によって昭
和恐慌期の農業の状況を共同で検討した。「昭和恐慌期の岡山県の農業一
r岡山県統計書』による検討一」（岡山大学法学部・経済学部学生雑誌rスパイラル』
第10号，1980年）はその成果である。
　滝口洋平の「岡山県における蚕糸業の展開」（r岡山大学日本経済史研究会研究
会誌』第10号）は，この『岡山県統計書』を主とした資料とし，『全国製糸工場
調査』や『農商務統計表』をあわせ使用して，岡山県における蚕糸業の展開
を詳細に検討した学部ゼミナール修了論文で，岡山県蚕糸業についての基本
文献として引用されている。
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5　大学図書館備え付けの意義
　この『岡山県統計書』は学部における授業に活用している。上述の玉井康
之，佐藤雄一の研究における『岡山県統計書』の使用は，まさしくそのとき
の経済学部第二部の日本経済史の授業における図書館利用のなかから始まっ
たものである。本年，1993年度の第二部の日本経済史の講義にも使用した。
本年度の日本経済史の講義は，つぎのように学生便覧に記載した。「この授
業科目は，日本における資本主義の生成・展開過程の特質の考察を課題とし
ているが，本講義ではそれを『日本産業革命論』を軸として進めていきた
い。内容の面素構成はつぎのとおりである。序章　経済史における産業革
命第1章　日本産業革命研究の課題第2章日本産業革命の展開第3章
産業革命の展開における地域編成　第4章産業革命の展開にともなう生活編
成」。このような授業のなかで，それを具体的に学習させることを意図して，
r岡山県統計書』を使用して検討することを課題とした。授業時間中に図書
館に行き，郷土資料コーナーに配架されているそれの戦前期分にもとづき，
産業経済，社会に関する項目のなかから随意のものを選び，テーマを立て
て，検討するというものであった。12月の3回，1月の2回をそれに当て
た。図書館は平日は，水曜日が22時までであるほかは，20時までであるが，
授業時間中の実習的学習ということでとくにこの5回5日は21時まで時間を
延長していただいた。
　この授業を履修した者に「本年度の授業を履修して」という文章を書いて
貰った。「この授業は他の科目の授業と違って，ただ先生が黒板に書いたこ
とをノートに写して覚える，という授業でなく，自分なりの考えや疑問を授
業の中で見つけていく授業だと思う。…また図書館でのレポート作成は学生
にとって非常に良いものだと思うし，これからきっと役立つと思う。これは
やり始るは大変めんどうくさく，やる気がなかったが，一度やり始めると，
ハマってしまうし，その調べる内容に非常に興味をもってしまうので，この
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授業は後味の良いものだった」（Y・T，レポートテーマ「明治28年における岡山県の
商業一小田郡と岡山市・倉敷市の比較一」），「1年間この授業を履修して，勉強と
は自分で学ばなけれぽならないということを強く感じました。元来，そうい
う気持がなかったわけではないのだが，この授業で図書館で自分で調べるよ
うになってからは，やはり自主的にやっているからだと思うがなぜか時間が
経過するのが早く感じました。自分で調べ，テーマを持ち，それをレポート
する，ごく簡単なことのようであるがかなりの労力が必要となってきます。
こういうことを授業時間内に行なうことがかなり新鮮に感じられました。大
学に入ってから初めての授業スタイルでした。…この授業は自分自身にとっ
ては中身のあるものとなりました」（Y・E，r岡山の貯金に・？いて」），「はじめは
図書館に行って本を開いても何をしたらよいのかかなり悩んだが，…今思え
ぼ，覚えようとして授業をしていたのではなく，考え出そうと授業していた
ので，少し普通の授業とは違い，よい経験をしているcl）だと思います。！
（A・K，「岡山の医療の変化について一昭和元年～昭和15年）」），「去年の経済地理学
に引き続いてこの授業を履修してまず思ったことは，自分の興味あることに
ついて調べることがなかなか楽しくなってきたということだった。経済地理
学の時には農業関係のものを調べて他の授業と異なるやり方という意味でお
もしろいと感じていたように思う。しかし今回自分の興味のある教育につい
て調べることは非常に楽しいという気持があった。特に疑問に思うことを参
考書で調べ，考えている時，その時点ではrなんてややこしいのだろう』と
思っていても，おそらくこうであろうと推測ができると，はっきりした答え
ではないにもかかわらず，うれしさがこみあげてきて，何とも言えない満足
感を一人で味わっていた。今回のレポートは，試験と他のレポートが重なる
と思ったため，調べきれない部分を一つか二つ切り捨ててしまった」（エ・
T，「学齢児童の就学及び不潔学者の変化について」），「私は昨年の経済地理学，今年
度の日本経済史の二つの授業を通じて，文献，その他の図書を通じて，ある
事を調査し，それを分類整理し，さらにそれを体系化し文章化するという，
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一連の作業に興奮した。そして，自ら問題を提起し，調査等の方法を計画
し，実際に答を導き出すという，大学の授業。大学に来て良かったと思っ
た。…やはりある物事を調査しようと思ったら，とにかく図書館等に足を運
ぶことが必要と思う。勉強はまず動くことだと思う。動かないと何も得られ
ないし，求めていこうとする姿勢が大切だと思う」（N・A，「地租にみる都市化
への推移一岡山市と英田郡を比較して一」），というものである。
　「岡山県に限られたのが残念」（s・Y），「人が多すぎて，見たい資料が見
れな：い」（K・K：），「後期の最初かのうちから図書館でのレポート作成に取り
組みたかったと思う」（Y・T）ということを問題点，残念に思う点としてあ
げているが，他の府県の統計書は揃うべくもなく，またr帝国統計年鑑』r農
商務統計表』などは書庫にあり時間外には利用不可能で，岡山県に限らざる
をえない。演習ではなく講義であるので基本的な講義をしなければならない
からあまり多くの回数を振り向けるわけにもいかない，そして40～50名の出
席者数であり，見たい年度のものが手に入らない，こういう事情であった。
　第二部の学生であり，勉学に使える時間は多くはなく，また日中の図書館
利用もできない。かくして授業時間に図書館において，『岡山県統計書』を使
用し，それにともない関連文献を読むという方法で学習した。その回数は5
回にすぎない。この限られた経験ではあったが，なにがしかのものを体得，
感得した。それにしても，勉強の面白さを感じる，勉強は主体的にやるもの
だ，からだを動かすことが大切だ，疑問を解決していくことは楽しい，など
という素晴らしいことを体得した。授業と結びつけることによって，『岡山
県統計書』は学生たちのよき研究資料となった。これを備え付けたことの意
義は非常に大きい。
　なお，この岡山大学附属図書館中央館は土曜日も日曜日も開館している
が，平日は20時まで，水曜日のみ22時までである。平日はすべて22時までの
開館を望むが，当面22時までの開館日を増加すること。あるいは水曜日以外
の平日を21時まで開館することが岡山大学附属図書館の課題の一つである。
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、註
（1）日本の研究者にあって，この府県統計書に依拠した研究の成果を最も早く公刊され
　たのは山口和雄i氏であるが，つぎのように記されている。
　　　「ある日のこと，わたくしは，この方面の文献を探索するために上野の図書館にでか
　けた。そして，そこに，明治時代の各府県の統計書が数多く所蔵され，それらには近代
　的工業生産の発達や，農民の階層分解に関する貴重な統計も記載されているのをみい
　だした。当時は，日本資本主義発達史を研究する上で利用されていた統計書としては，
　統計年鑑や農商務統計表などが主なもので，府県統計書はいまだほとんど使われてい
　なかった。それを数多くみいだしたのであるから，わたくしは大．変うれしかった。若
　かったわたくしは．，．無謀にも，必要な箇所を全部写しとろうと考え，一月休みのほとん
　どをそれにあてたが，もちろん完成はしなかった。しかし，そのとき写したものは，相
　当部厚い綴込2冊となっていまも所蔵している」。やがて，1947年に北海道大学に赴任
　し，その中央図書館で，『明治七年府県物産表』や『開拓使事業報告』などや，かなりよ
　くまとまった府県統計書をみいだした。これらを使用して研究を行ない，その成果が
　　r明治前期経済の分析』（1956年号東京大学出版会）となった。（山口和雄「府県統計書
　について」『明治年間府県統計書集成　マイクロフィルム版』1977年の解説1～2ペー
　ジ）．。
　　これによると，東京大学においても，当時は府県統計書は整備されていなかったよう
　に受け取れる。私が1961年頃東京大学経済学部図書室で埼玉県統計書を閲覧したが，そ
　れは特定町村の所蔵印と消印が押してあったもので，戦後の町村合併の後，不要となつ
　て廃棄され，出廻ったものが購入されたものと思われる。いずれにしても，東京大学に
　おいてさえも，十分ではなかった。ただし，農学部図書館にはかなりの府県の明治40年
　前後からの府県統計書が収蔵されていて，それは明らかに刊行間もなく収集それてい
　ることは聞違いないものである。学科ごとの図書室に収蔵されていたもので，所在その
　ものを確かめることも容易でなかったであろう。当時は経済学部図書室はスタッフ以
　外は書庫に立ち入ることができないことになっていたので，資料類の所在の確認も容
　易ではなかったであろう。
（2）代表の田中生夫教授のほか，浦田昌計，杉森晃一，下野克己の各氏と神立春樹。r岡山
　県統計書』の整備は主として杉森晃一氏が分担した。
（3）　「山陽新聞」のマイクロフィルム複製は，明治12年王月4日～明治24年8月31日’分は
　東京大学法学部明治雑誌文庫，明治31年4月1日～明治36年7月31日は岡山県総合文
　化センター，明治36年8月1日～昭和20年10月30日分（昭和11年11月から昭和20年10月
　は合同新聞）は国立国会図書館の所有するマスターフィルムによった。なおこの複製に
　は，岡山大学附属図書館長と山陽新聞社編集局長との間の合意文書の交換を要した。複
　製経費160万7千円。『岡山県史料』の複製には原史料所蔵者の国立公文書館の許可を要
　した。複製経費は125万9180円。
　　　r岡山県統計書』などの複製は，県下各図書館，国立国会図書館などの図書館との図
　書館間の相互貸借本，マイクロフィルムなどによった。複製経費は93万7000円。．
　　これらの複製にあたっては，原本などの所在照会，相互貸借，文書交換，複写物製本
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　など多くのことがらにおいて附属図書館の参考調査係，ことに中野美智子氏（現参考調
　査係長）の協力があった。
（4）相原茂・鮫島竜行編r統計日本経済』（経済学全集28）1971年筑摩書房　3～4ペー
　ジ。
（5）　（4）と同一書　5～9ページ。
（6）　（4）と同一書　9～19ページ。
（7）　（4）と同一書　274～252ページ。
（8）各府県における刊行状況については，r明治期における府県総括統計書書誌』1982
　年一橋大学経済研究所日本経済統計文献センター。
（9）　r明治二年以降農林省統計関係法規輯覧』農林官房統計課　1932年　147ページ。
（10）　r府県統計書様式』［明治17年　東京コ総務庁統計局図書館所蔵　1ページ。
（11）　（10）と同一書　1ページ。
（12）　r明治二年以降農林省統計関係法規輯覧』農林官房統計課　1932年　323ページ。
（13）その成果は『明治期農村織物業の展開』1974年　東京大学出版会，となった。
（14）その成果は葛面大和氏との共著『綿工二業都市の成立一今治織工業発展の歴史地理的
　条件一』1977年　古今書院，となった。
（15）　「明治期r府県統計書』における工業生産の把握」r岡山大学経済学会雑誌』第13号第
　3号　1981年。
（16）これらの論稿は，拙著r産業革命期におけ’る地域編成』1987年　御茶の水書房，ある
　いはr近代岡山県地域における都市と農村』1993年　御茶の水書房，の基礎となった。
（1994年2月28日）
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